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はじめに






を本質的に過去時制の一つとする立場 (過去説) と､ ２. この動詞形の本質
的機能が､ ある場合には過去時制として発現し､ 別の文脈では婉曲や反実仮
想の仮定や他の種々の働きをするものとして現われるとする立場 (非過去説)
とがある｡ 前者の過去説を主張するのは    (1960) 等であり､ 後者の非過














(１) 半過去形は ｢発話空間 (             ) とは異なる位置に発話空
間とは別個の空間 (          ) を構築する｡｣








られ､ その空間においては [         ] であることが記述されるのである｡
半過去形の機能をこのように規定すれば､ 半過去形は本質的に過去時制で
あるわけではなく､ ある文脈下でこの機能が過去時制として発現するという





















































(13)  ) 発話者は女性､ 特に母親である｡
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 ) 共発話者は幼児､ ペット等 (共発話者として十全な資格をもたな





であると説明できる｡ 話者専用の空間であるから､ 所謂 ｢聞き手 (共発話者)｣
は３人称で表わされることになるのである｡


















(20)  ) 単純過去形に常に交換可能 ) 時の表示が前置されたときにはこの半過去形が好まれ､ 後置され













ではの直感に支えられた次の        (1995) の主張通り､ あたかもコマ
送りのように事件を描写するというのが正しいと思われる｡ 特にこの半過去
形が連用される(18)にそれがはっきりと現われるであろう｡




(19)のように物語を開く半過去形 (物語の半過去形中､ 特に              と呼ぶ研究者もいる) は､ 同様の文体的効果をもちつつも､ これ
から語られる物語のための特別の空間を誂える働きをしていると説明できよ
う｡
４. 気付きの半過去形：｢外的ファクター｣ の時点 (＝発話時) に空間を構築




この用法で､ 同一の状況 (聞き手の正しさ､ 聞き手の存在等) が気付きの
後も存続するにもかかわらず､ 何故半過去形が用いられるかは､ 半過去形が











う ｢しまった､ まずい！｣ という感情が表出されるのである｡    (2005) が同様のものとして挙げている(24 )は､           等
の主節が省略されたもので､ 後述の時制の一致の際に現われる半過去形とみ
なすべきと考える｡
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